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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第39期

第１四半期連結
累計期間

第40期
第１四半期連結

累計期間
第39期

会計期間
自　平成27年３月21日
至　平成27年６月20日

自　平成28年３月21日
至　平成28年６月20日

自　平成27年３月21日
至　平成28年３月20日

売上高 (千円) 2,023,771 2,461,784 12,275,339

経常損失(△) (千円) △327,452 △63,477 △533,773

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △295,254 △187,635 △1,271,078

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △289,270 △144,878 △1,514,906

純資産額 (千円) 1,504,988 131,973 278,851

総資産額 (千円) 7,617,271 5,899,495 6,427,009

１株当たり四半期(当期)
純損失金額(△)

(円) △16.40 △10.42 △70.62

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 19.6 2.0 4.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 339,283 245,394 △332,724

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △81,008 △73,066 △163,851

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,119 △2,000 △1,619

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,817,071 1,232,048 1,061,720
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純損失」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純損失」としておりま

す。

４　第39期第１四半期連結累計期間及び第40期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式がないため、記載しておりません。

５　第39期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在

株式がないため、記載しておりません。

６　四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更はあ

りません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)

が判断したものであります。

 
(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、株価や為替の不安定な動き等により、企業収益や個人消費に

足踏み状態がみられ、景気の先行きは依然として不透明な状況にあります。

当社グループの属する情報サービス業界では、クラウドやビッグデータ、ＩｏＴ／Ｍ２Ｍ（Internet of

Things/Machine to Machine）などの技術の利活用によるビジネス分野の拡大が期待されるとともに、ＡＩ（人工知

能）をはじめとする新たな技術分野にも注目が集まっております。また、企業の事業拡大に向けたＩＴシステムへ

の需要は回復してきております。

このような状況の中で、当社グループは2016 年度から2018 年度までの中期経営計画「Challenge for

Excellence」を策定し、そのスタートの年として、ビジネスモデルの変革とコスト構造改革の強力な推進により強

靭な企業体質を実現し、将来への成長基盤固めに努めております。

その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高24億61百万円（対前年同四半期比21.6%増）となり、利益

面でも前年同四半期から大きく改善し、営業損失62百万円（前年同四半期は営業損失３億28百万円）、経常損失63

百万円（前年同四半期は経常損失３億27百万円）となりました。親会社株主に帰属する四半期純損失は事業構造改

善費用の計上や過年度法人税等の計上等の影響もあり１億87百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期

純損失２億95百万円）となりました。

 
事業別の概況は次のとおりであります。

 
〔ビジネス・ソリューション事業〕

当事業では、株式会社安川電機グループのＩＴ投資はプロジェクトの一巡により減少し、ＥＲＰソリューショ

ンは低調に推移しましたが、移動体通信事業者向け開発は増加しました。

その結果、売上高は11億52百万円（対前年同四半期比18.9%増）となりました。

 

〔組込制御ソリューション事業〕

当事業では、医療機器や情報機器販売、制御システム構築、メカトロ機器向けのソフト開発は前年同四半期に

比べ減少しましたが、倉庫物流や生産ライン管理等のＦＡシステム構築は堅調に推移しました。

その結果、売上高は８億31百万円（同4.3%増）となりました。

 
〔医療・公益ソリューション事業〕

当事業では、健康保険者向けシステム構築は大口売上により増加し、インターネット・セキュリティ関連製品

は堅調に推移しました。

その結果、売上高は４億77百万円（同85.9%増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は44億24百万円（前連結会計年度末比６億40百万円減）となりまし

た。これは、主として受取手形及び売掛金が９億61百万円減少したこと、その他が１億29百万円減少したこと、

仕掛品が２億36百万円増加したこと、現金及び預金が１億70百万円増加したこと等によるものです。

固定資産は14億74百万円（同１億13百万円増）となりました。これは、主として投資その他の資産が97百万円

増加したこと、無形固定資産が20百万円増加したこと等によるものです。

この結果、資産合計は58億99百万円（同５億27百万円減）となりました。

 
②　負債

当第１四半期連結会計期間末の流動負債は21億47百万円（同３億54百万円減）となりました。これは、主とし

て未払費用が２億27百万円減少したこと、支払手形及び買掛金が82百万円減少したこと、未払金が72百万円減少

したこと等によるものです。

固定負債は36億19百万円（同26百万円減）となりました。これは、主としてその他が14百万円減少したこと、

退職給付に係る負債が12百万円減少したこと等によるものです。

この結果、負債合計は57億67百万円（同３億80百万円減）となりました。

 
③　純資産

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は１億31百万円（同１億46百万円減）となりました。これは、主と

して利益剰余金が１億87百万円減少したこと、退職給付に係る調整累計額が47百万円増加したこと等によるもの

です。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より１億70百万円増加

し、12億32百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況につきましては、次のとおりです。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加２億78百万円、未払費

用の減少２億27百万円、税金等調整前四半期純損失の計上１億52百万円があったものの、売上債権の減少９億61

百万円があったこと等により、２億45百万円（前年同四半期比93百万円減）となりました。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得38百万円、有形固定

資産の取得31百万円があったこと等により、△73百万円（同7百万円増）となりました。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、非支配株主への配当金の支払２百万円に

より、△２百万円（同０百万円減）となりました。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 
(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は38,234千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月20日)

提出日現在発行数
(株)

(平成28年７月29日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,000,000 18,000,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 18,000,000 18,000,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年３月21日～
平成28年６月20日

― 18,000 ― 664,000 ― 318,000
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成28年３月20日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成28年６月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　      300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 17,998,600 179,986 ―

単元未満株式 普通株式      1,100 ― ―

発行済株式総数 18,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 179,986 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が800株(議決権８個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄には、自己株式(自己保有株式)が４株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年６月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
安川情報システム株式会社

北九州市八幡西区東王子町
５－15

300 ― 300 0.00

計 ― 300 ― 300 0.00
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年３月21日から平成

28年６月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年３月21日から平成28年６月20日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年３月20日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,061,720 1,232,048

  受取手形及び売掛金 ※  2,907,186 1,945,487

  商品及び製品 78,130 119,914

  仕掛品 525,388 762,133

  原材料及び貯蔵品 17,669 17,865

  その他 477,622 348,038

  貸倒引当金 △2,173 △929

  流動資産合計 5,065,544 4,424,558

 固定資産   

  有形固定資産 718,612 713,680

  無形固定資産 321,317 341,896

  投資その他の資産 321,535 419,359

  固定資産合計 1,361,465 1,474,936

 資産合計 6,427,009 5,899,495

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 397,271 315,150

  未払金 651,835 579,251

  未払費用 1,023,930 796,229

  未払法人税等 29,279 11,461

  役員賞与引当金 7,600 1,850

  その他 391,848 443,626

  流動負債合計 2,501,765 2,147,569

 固定負債   

  退職給付に係る負債 3,407,164 3,394,300

  役員退職慰労引当金 36,154 37,454

  その他 203,074 188,198

  固定負債合計 3,646,392 3,619,953

 負債合計 6,148,158 5,767,522

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 664,000 664,000

  資本剰余金 318,000 318,000

  利益剰余金 725,767 538,131

  自己株式 △99 △99

  株主資本合計 1,707,667 1,520,032

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 14,172 10,479

  退職給付に係る調整累計額 △1,458,306 △1,410,687

  その他の包括利益累計額合計 △1,444,134 △1,400,207

 非支配株主持分 15,317 12,148

 純資産合計 278,851 131,973

負債純資産合計 6,427,009 5,899,495
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年６月20日)

売上高 2,023,771 2,461,784

売上原価 1,735,756 1,882,741

売上総利益 288,015 579,042

販売費及び一般管理費 616,313 641,399

営業損失（△） △328,298 △62,357

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 500 500

 為替差益 1,263 ―

 その他 143 101

 営業外収益合計 1,907 601

営業外費用   

 支払利息 85 42

 売上債権売却損 975 759

 為替差損 ― 920

 営業外費用合計 1,061 1,722

経常損失（△） △327,452 △63,477

特別損失   

 固定資産除却損 123 58

 ゴルフ会員権評価損 ― 80

 事業構造改善費用 ― 88,500

 特別損失合計 123 88,638

税金等調整前四半期純損失（△） △327,575 △152,116

法人税、住民税及び事業税 1,844 764

過年度法人税等 ― 25,138

法人税等調整額 △32,989 10,766

法人税等合計 △31,145 36,669

四半期純損失（△） △296,430 △188,786

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,175 △1,150

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △295,254 △187,635
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年６月20日)

四半期純損失（△） △296,430 △188,786

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 10,712 △3,711

 退職給付に係る調整額 △3,552 47,619

 その他の包括利益合計 7,160 43,907

四半期包括利益 △289,270 △144,878

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △288,131 △143,709

 非支配株主に係る四半期包括利益 △1,139 △1,168
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
　至 平成27年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
　至 平成28年６月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △327,575 △152,116

 減価償却費 18,179 38,342

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,102 △1,243

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,150 △5,750

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 49,991 47,518

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,100 1,300

 受取利息及び受取配当金 △500 △500

 支払利息 85 42

 固定資産除却損 123 58

 ゴルフ会員権評価損 ― 80

 売上債権の増減額（△は増加） 2,333,639 961,698

 たな卸資産の増減額（△は増加） △410,239 △278,725

 仕入債務の増減額（△は減少） △617,460 △82,120

 未払金の増減額（△は減少） △209,805 △57,063

 未払費用の増減額（△は減少） △271,930 △227,701

 長期未払金の増減額（△は減少） △160,746 △26,200

 その他 916 88,426

 小計 401,524 306,045

 利息及び配当金の受取額 500 500

 利息の支払額 △85 △42

 法人税等の支払額 △62,656 △61,108

 営業活動によるキャッシュ・フロー 339,283 245,394

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △13,223 △31,132

 無形固定資産の取得による支出 △63,588 △38,436

 その他 △4,197 △3,497

 投資活動によるキャッシュ・フロー △81,008 △73,066

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △119 ―

 非支配株主への配当金の支払額 △1,000 △2,000

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,119 △2,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 257,155 170,327

現金及び現金同等物の期首残高 1,559,915 1,061,720

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,817,071 ※  1,232,048
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７

号　平成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数

株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四

半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行ってお

ります。

 
（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更に伴う当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与

える影響額は軽微であります。

 
（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については手形交換日をもって決済処理しておりますが、前連結会計

年度末日は金融機関の休日であったため、次の前連結会計年度末日満期手形が前連結会計年度末残高に含まれており

ます。

 
前連結会計年度

(平成28年３月20日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月20日)

受取手形 13,583千円 ―千円
 

 
（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月21日
至 平成27年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年３月21日
至 平成28年６月20日)

現金及び預金 1,817,071千円 1,232,048千円

現金及び現金同等物 1,817,071 1,232,048
 

 
（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年３月21日　至　平成27年６月20日）

１　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

 
(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。

 
２　株主資本の著しい変動に関する事項

当第１四半期連結累計期間の期首より、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したことに伴い、期首の

利益剰余金が246,082千円減少しております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年３月21日　至　平成28年６月20日）

１　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

 
(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末後

となるもの

該当事項はありません。

 
２　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本等の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。　

 
 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成27年３月21日　至　平成27年６月20日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平

成28年３月21日　至　平成28年６月20日)

当連結グループは、情報サービス事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

 
（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年３月21日
至　平成27年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年３月21日
至　平成28年６月20日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △16円40銭 △10円42銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円) △295,254 △187,635

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(△)(千円)

△295,254 △187,635

普通株式の期中平均株式数(千株) 17,999 17,999
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

ないため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。

 

 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年７月28日

安川情報システム株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐　　藤　　宏　　文　　印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 渋　　田　　博　　之　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている安川情報システ

ム株式会社の平成28年３月21日から平成29年３月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年３月21日

から平成28年６月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年３月21日から平成28年６月20日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、安川情報システム株式会社及び連結子会社の平成28年６月20日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
　

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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